
坐骨神経

坐骨神経叢(P I. ischiadicus) 

大坐乍j-孔から J11 た筋枝は外究骨筋、 メ.: j゚J! /iH 

筋 、 下腿及び土止のすべての筋 を支配す る ω

皮校を殿部、 大腿の後面 、 下腿、 足の皮膚

へ送っ て いる 。

主要な枝は 、

I .-.l二駐神経( 閃 には被われている ) : 殿部の

深層に 同 て中殿、 小殿筋、 大腿筋膜リ長，jJj へ

f二子 く 。

2 下駐神経: 殿部の深層に山 て、 大殿筋へ

分布する 。

3 ，坐骨神経

4 ，後大腿皮神経

坐骨神経(N. i sc h i a d i c u s ) 

人体で最大の神経であ り、 宰it筆f立木 く 1 llL 

イ立長い。 梨:1た筋の下で下殿神経 と大坐'肖・ ヲL

を出て、 大殿筋 、 大腿 -3頁筋 ( 民間 ) に似ゎ

れて下行し、 筋校をすべての大腿屈筋に与

え 、 JI奈;切の上1)で総緋骨神経 と 経骨神経に

づ子hる。

機能

上殿・下殿神経については坐竹・ l設部神経

請をの部イZEで述べる 。

大腿屈筋 (Hamstring s) (坐骨神経 ) ヅ立応邑

二頭筋 、 :!Iιj縫様筋、 土i主 目英徳2 百万から1;1(:り、 る1':

骨結j)Íjj から股 ' l~・ または俳件ーと端へ附着 し 、

大腿を閥的さ せる 。

大内転筋:閉鎖神経に支配されている が 、

一部坐骨神経に支配され 、 大l地屈州 と 共に

内転の約二刷をする 。

知覚: 大脳後簡のまn覚支配を行な・ う 。

臨床

待機のがこ忠 ( キfWllf，反ヘル ニ アなど ) 、 月交 関

鉛î Jl見 E3 、 悪悩j桑字幕、 中毒 、 JEZ訴さな ど でT受 さ

オL易い。 坐骨神経痛はし ば しばみ ら れる 。

坐骨神経に 沿 っ た庄痛を来た す。 ま た j!'JIl)J

麻煤は大腿厄1筋 の JHL ブJ および下腿 、 足?めの

府、徳を う!と たす。
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